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　十勝の音更町で開業して15年になりました。コロ

ナの影響を強く受けたのは小児科と耳鼻咽喉科とい

われておりますが、当院でもかなり影響が出まし

た。最近、患者さんは戻りつつありますが、コロナ

前の数字にはなかなか届いておりません。難治症例

など帯広厚生病院や北斗病院、帯広協会病院をはじ

めとする十勝管内の先生方には大変お世話になって

おり、この場をお借りしてお礼申し上げます。

　当院でのアレルギーのデータについてご紹介した

いと思います。まずはウシについて。十勝管内はウ

シの飼育が多く、ウシの皮屑（フケ）によるアレルギー

の方を診ることがあります。牛アレルギーで当院の

RAST １＋以上の陽性患者さんは現在まで36名です。

ほとんどの患者さんが酪農従事者とその家族です。

　小麦花粉アレルギーも十勝に特有の疾患かと思わ

れます。小麦は食べる方のアレルギーを想像するこ

とがほとんどだと思いますが、日本一の小麦生産地

である十勝では小麦花粉によるアレルギーを認め

ます。当院では19名の方がRAST １＋以上陽性で、

小麦生産者や小麦工場の関係者の方が多いです。

　まれな症例だと思われますが、ニンジンによるア

ナフィラキシーショックと考えられる症例を経験し

ました。夕食にキンピラゴボウ、豚汁、白身魚のフ

ライ、白米を摂食後、呼吸困難を訴え時間外で近医

救急外来を受診。アドレナリン筋注後、入院となり

ました。

　アレルギー精査を希望して当院外来を受診しまし

た。食物関係のRAST検査ではニンジンとGly m 

４（大豆、特に豆乳）が陽性でした。花粉はシラカ

ンバが陽性。以上よりシラカンバ、ニンジン、豆乳

共通のPR-10ファミリーのアレルギーと考えられま

した。通常、PR-10ファミリーは加熱するとアレル

ギー反応が減弱します。本症例はキンピラによる

ショックでしたが、豚汁やカレーに入ったニンジン

は大丈夫という話でしたので、キンピラの加熱が足

りなかったのかもしれません。

　当院でのニンジンアレルギー患者さんは今回の

アナフィラキシー症例も含めて４名いらっしゃい

ます。ニンジンアレルギー４名全員がシラカンバ

RASTが陽性で、シラカンバアレルギーでした。

　十勝のアレルギーは地域の特性があり、大変興味

深いです。地域医療に微力ながらも貢献できるよう

頑張っていきたいと思います。
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